
12

者
証
は
、
9
月
下
旬
に
世
帯
主
に

送
付
し
ま
す
。
9
月
末
ま
で
は
現

在
使
用
し
て
い
る
も
の
を
使
用
し

て
く
だ
さ
い
。

《
遠
隔
地
の
被
保
険
者
証
》

　
被
保
険
者
世
帯
の
誰
か
が
遠
隔

地
に
移
る
場
合
に
交
付
し
て
い
た

「
遠
隔
地
被
保
険
者
証
」
は
、
被

保
険
者
証
の
個
人
カ
ー
ド
化
で
不

要
に
な
り
ま
す
。
な
お
、
修
学
の

た
め
市
外
に
住
む
学
生
で
、
学
費

や
生
活
費
の
仕
送
り
を
受
け
て
い

る
場
合
に
被
保
険
者
証
を
交
付
す

る
「
マ
ル
学
」
は
引
き
続
き
届
け

出
が
必
要
で
す
。
届
け
出
の
際
は
、

該
当
者
の
被
保
険
者
証
と
在
学
証

明
書
（
今
年
の
４
月
以
降
に
申
請

し
、
す
で
に
添
付
し
た
方
以
外
）

を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

《
そ
の
他
の
届
け
出
》

　
次
の
よ
う
な
場
合
に
は
届
け
出

が
必
要
で
す
。

プ
ン
し
ま
し
た
。

⃝
会
場　
五
箇
市
民
セ
ン
タ
ー
内

（
田
島
）　
※
水
を
使
っ
た
砂
遊

び
が
可
能
で
す
。
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
本
庁
舎
こ
ど
も
課　
内
２
７
３
１

⃝
日
時
　
10
月
10
日
～
12
月
19
日

毎
週
水
曜
日
／
午
後
７
時
～
９
時

⃝
会
場
　
市
役
所
本
庁
舎
地
下
第

１
・
第
２
会
議
室

⃝
受
講
料
　
４
、
０
０
０
円

⃝
対
象
　
高
校
生
以
上
40
人
（
先
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⃝
掲
載
車
両　
南
循
環
（
ノ
ン
ス

テ
ッ
プ
バ
ス
）

⃝
枠
数
・
規
格　
12
か
所
／
縦
２97

㎜
×
横
420
㎜
（
Ａ
３
サ
イ
ズ
）

⃝
掲
載
料　
１
、
０
０
０
円
（
１

か
月
）
※
制
作
費
は
申
込
者
負
担

⃝
掲
載
期
間　
10
月
～
平
成
25
年

９
月
（
12
か
月
間
）

⃝
募
集
開
始
日　
９
月
３
日
㈪
か

ら　
※
募
集
枠
に
達
し
次
第
締
め

切
り
ま
す
。
な
お
、
掲
載
位
置
の

⃝
日
時
　
９
月
９
日
㈰
／
午
前
10

時
～
正
午
（
雨
天
決
行
）

⃝
会
場　
小
峰
城
跡
本
丸
（
郭
内
）

※
集
合
は
城
山
公
園
芝
生
広
場

⃝
対
象　
ど
な
た
で
も
参
加
可

問
歴
史
民
俗
資
料
館
☎
㉗
２
３
１
０

　
白
河
市
屋
内
遊
具
施
設
「
わ
い

わ
い
広
場
」
に
屋
内
砂
場
が
オ
ー

着
順
）

⃝
申
込
期
間
　
９
月
６
日
㈭
～
28

日
㈮

⃝
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　

白
河
ユ
ネ
ス
コ
協
会
事
務
局
（
本

庁
舎
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課
内
）

内
２
３
８
２

	

　
展
示
作
品
の
中
か
ら
、
皆
さ
ん

の
投
票
に
よ
り
「
市
民
賞
」
を
決

定
し
ま
す
。
投
票
さ
れ
た
方
に
は

抽
選
で
景
品
が
当
た
り
ま
す
。

⃝
投
票
期
間　
９
月
21
日
㈮
～
10

月
８
日
㈷

⃝
展
示
場
所　
市
立
図
書
館
１
階

ロ
ビ
ー
（
道
場
小
路
）

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　
カ
ル
チ
ャ
ー
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
☎
㉒
５
２
７
１

　
任
期
満
了
（
平
成
24
年
11
月
６

日
）
に
よ
る
白
河
市
農
業
委
員
会

委
員
一
般
選
挙
を
次
の
と
お
り
実

施
し
ま
す
。

《
一
般
選
挙
》

⃝
投
票
日
　
10
月
28
日
㈰

⃝
告
示
日
　
10
月
21
日
㈰

⃝
選
挙
さ
れ
る
委
員
の
定
数
　

▽
第
１
選
挙
区
（
白
河
地
域
）
12
人

▽
第
２
選
挙
区
（
表
郷
地
域
）
６
人

▽
第
３
選
挙
区
（
大
信
地
域
）
６
人

▽
第
４
選
挙
区
（
東
地
域
）
６
人

《
立
候
補
予
定
者
説
明
会
》

⃝
日
時
　
９
月
25
日
㈫
／
午
後
２

時
か
ら

⃝
会
場
　
市
役
所
本
庁
舎
正
庁

（
５
階
）　
※
出
席
で
き
る
人
数

は
、
立
候
補
予
定
者
１
人
に
つ
き

２
人
ま
で
で
す
。
当
日
、
立
候
補

届
出
用
紙
な
ど
の
関
係
書
類
を
交

付
し
ま
す
。

問
本
庁
舎
選
挙
管
理
委
員
会　
内

２
５
１
０

21 20

指
定
は
受
付
順
と
な
り
ま
す
。

問
本
庁
舎
地
域
支
援
課　
内
２
２

５
７

⃝
開
催
日
　
10
月
10
日
㈬

⃝
会
場
・
時
間
　
▽
白
河
地
域

市
民
会
館
（
手
代
町
）
／
午
後
１

時
30
分
か
ら　
▽
表
郷
地
域　
表

郷
体
育
館
（
表
郷
番
沢
）
／
午
前

10
時
か
ら　
▽
大
信
地
域　
大
信

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
（
大
信

町
屋
）
／
午
前
10
時
か
ら　
▽
東

地
域　
東
文
化
セ
ン
タ
ー
（
東
釜

子
）
／
午
前
10
時
か
ら

⃝
対
象
　
75
歳
以
上
（
昭
和
12
年

９
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
）

⃝
贈
呈
品
　
祝
金
２
、
０
０
０
円

（
商
品
券
）
※
来
場
さ
れ
た
方
に

は
長
寿
よ
う
か
ん
を
渡
し
ま
す
。

問
本
庁
舎
高
齢
福
祉
課　
内
２
７

２
２
／
各
庁
舎
市
民
福
祉
課　
表

郷
☎
㉜
２
１
１
４　
大
信
☎
㊻
２

１
１
４　
東
☎
㉞
２
１
１
６

　
10
月
１
日
か
ら
、
国
民
健
康
保

険
被
保
険
者
証
が
個
人
ご
と
に
カ

ー
ド
化
さ
れ
ま
す
。
こ
の
被
保
険

案
内

※
次
の
も
の
を
ご
希
望
の
方
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

⃝
「
保
険
証
」
と
記
載
さ
れ
た
点

字
シ
ー
ル

⃝
保
険
証
の
裏
面
に
あ
る
臓
器
提

供
意
思
表
示
欄
の
目
隠
し
シ
ー
ル

問
本
庁
舎
国
保
年
金
課　
内
２
１

７
２

ホームページアドレス
http://www.city.shirakawa.fukushima.jp/
問＝問い合わせ先
内＝内線番号
◇本 庁 舎　八幡小路７-１　　  ☎㉒1111/Fax㉗2577
◇表郷庁舎　表郷金山字長者久保２　☎㉜2111/Fax㉜2234
◇大信庁舎　大信増見字北田58　☎㊻2111/Fax㊻2409
◇東 庁 舎　東釜子字殿田表50　☎㉞2111/Fax㉞3584

くらしの
情 報 館

《①大学卒程度　後期試験》
⃝職種・採用予定人員
　行政事務　若干名、土木　若干名
⃝資格
　昭和53年４月２日から平成３年４月１日までに生まれた方
（学歴不問）。ただし、前期試験を受験していない方に限る。
⃝試験方法
▷第一次試験　教養試験・専門試験・適性検査
▷第二次試験　口述試験・身体検査・作文試験
⃝第一次試験日・会場・申込受付期限
10月28日㈰／市産業プラザ人材育成センター（中田）／９月
28日㈮まで（申込用紙は本庁舎総務課で配付しています）
《②民間企業等職務経験者　後期試験》
⃝職種・採用予定人員
　行政事務　若干名
⃝資格
　昭和43年４月２日以降に生まれた方で、平成24年３月末日
現在において民間企業等での正職員としての職務経験（自営業
者、団体職員、公務員としての職務経験を含む）を５年以上有
する方（学歴不問）。ただし、前期試験を受験していない方に
限る。
⃝試験方法
▷第一次試験　教養試験・適性検査
▷第二次試験　口述試験・身体検査・作文試験
⃝第一次試験日・会場・申込受付期限
　①大学卒程度　後期試験と同じ
《③学芸員》
⃝採用予定人員　１人
⃝資格
　昭和53年４月２日以降に生まれた方で、博物館法による学
芸員の資格を有しており、次のいずれかの要件に該当する方
(1)大学において美術史を専攻し卒業した方で、平成24年３月
末日現在において学芸員としての職務経験（正職員の期間に
限る）を２年以上有する方
(2)大学および大学院において美術史を専攻し、大学院を修了
した方または平成25年３月31日までに修了見込みの方

◦試験方法
▷第一次試験　教養試験・専門試験・適性検査
▷第二次試験　口述試験・身体検査・作文試験
◦第一次試験日・会場・申込受付期間
11月18日㈰／市役所本庁舎／９月14日㈮～10月12日㈮（申
込用紙は９月７日㈮から本庁舎総務課で配付します）
※郵送での申し込みは、当日消印有効です。
※第二次試験は、第一次試験の合格者を対象に実施します（日時
および場所は別途通知します）。

問本庁舎総務課　内2314

市職員採用試験

　９月20日から26日までは「動物愛護週
間」です。近年、ペットを飼う家庭が増
えています。それに伴って、動物虐待や
遺棄などのトラブルや、散歩時のふんの
置き去り、放し飼い、迷惑な鳴き声など、
飼い主のモラルが問われる苦情が増えて
います。ふんの置き去りは「白河市うつ
くしいふるさとづくり条例」で禁止され
ています。違反者には氏名等公表の罰則
があります。
　この機会に動物とのふれあいや正しい
ペットの飼い方について考えましょう。

　生後91日以上の犬は、生涯１回の登録
と年１回の狂犬病予防注射を実施するこ
とが法律で定められています。そのため、
飼い犬の登録を行っていない場合は、本
庁舎生活環境課または各庁舎市民福祉課
で必ず登録をしてください。
　また、狂犬病予防注射を受けていない
場合は、最寄りの動物病院で受け、本庁
舎生活環境課または各庁舎市民福祉課で
注射済票の交付を受けてください。
問本庁舎生活環境課　内2165／各庁舎市
民福祉課　表郷☎㉜2113　大信☎㊻
3974　東☎㉞2113

《動物愛護週間》　

《犬の登録と狂犬病予防注射》　

こ
み
ね
っ
と
（
市
循
環

バ
ス
）
車
内
広
告
募
集

敬
老
会

国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
証
の
個
人
カ
ー
ド
化

届出が必要な場合 持参するもの

国保
加入

ほかの市町村から転入したとき
ほかの健康保険をやめるとき 健保をやめた証明書
子どもが生まれたとき 保険証

国保
脱退

ほかの市町村へ転出したとき 保険証
ほかの健康保険に加入したとき 国保と健保の保険証
加入者が死亡したとき 保険証

その
ほか

市内の住所が変わったとき 保険証
世帯主が変わったとき 保険証
世帯を分けたり一緒になったとき 保険証
保険証を紛失したとき 本人を証明するもの
退職者医療制度に該当するとき 保険証・年金証書

わ
い
わ
い
広
場
　
屋

内
砂
場
オ
ー
プ
ン

白
河
英
会
話
教
室

小
峰
城
跡
見
学
会

小
峰
城
大
花
火
写
真
コ

ン
テ
ス
ト
　
市
民
投
票

農
業
委
員
会
委
員
一
般
選
挙
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市
で
は
、
健
診
の
結
果
、
高
尿

酸
値
だ
っ
た
方
や
痛
風
予
防
に
興

味
関
心
が
あ
る
方
を
対
象
に
、
医

師
の
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

⃝
日
時　
10
月
10
日
㈬
／
午
後
１

時
30
分
か
ら
（
参
加
無
料
）　

⃝
会
場　

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

（
北
中
川
原
）

⃝
講
師　
白
河
病
院
内
科
部
長

和わ

く久
昌ま

さ
ゆ
き幸
医
師

⃝
申
込
期
限
　
９
月
28
日
㈮
ま
で

⃝
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
舎
健
康
増
進
課
☎
㉗
２
１
１
２

⃝
日
時　
10
月
５
日
㈮
／
午
後
１

時
30
分
～
３
時
（
参
加
無
料
）

⃝
会
場　
郡
山
市
ニ
コ
ニ
コ
こ
ど

も
館
（
郡
山
市
桑
野
）

⃝
内
容　
地
域
で
出
来
る
里
親
と

し
て
の
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

⃝
定
員
　
30
人

⃝
申
込
期
限
　
９
月
28
日
㈮
ま
で

⃝
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

県
中
児
童
相
談
所
☎
０
２
４
︲
９

３
５
︲
０
６
１
１

⃝
内
容　
医
師
に
よ
る
講
演
会
、

相
談
会
（
人
工
内
耳
、
補
聴
器
、

難
聴
・
中
途
失
聴
）

問
本
庁
舎
社
会
福
祉
課　
内
２
７

１
４

⃝
日
時
　
９
月
23
日
㈰
／
午
前
11

時
～
午
後
４
時
（
入
場
無
料
）

⃝
会
場
　
市
民
会
館
（
手
代
町
）

⃝
内
容
　
手
作
り
雑
貨
等
の
販
売
、

各
種
セ
ラ
ピ
ー
・
マ
ッ
サ
ー
ジ

問
同
実
行
委
員
会　
渡わ

た
な
べ辺
☎
０
９

０
︲
７
７
９
５
︲
５
１
７
６

⃝
日
時
・
会
場
　
９
月
12
日
㈬
／

午
前
10
時
か
ら
／
結
城
66
︲
２

⃝
利
用
時
間
・
料
金
　
午
前
９
時

30
分
～
午
後
３
時
30
分
（
平
日
の

み
）
／
保
護
者
同
伴
は
１
か
月
１

０
０
円
、
一
時
預
か
り
は
１
時
間

８
５
０
円

問
公
益
社
団
法
人　
白
河
・
西
郷

広
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
☎

㉒
９
１
２
８

広報白河　2012.９.１（H24）

⃝
期
間
・
会
場
　
12
月
５
日
㈬
ま

で
／
市
産
業
プ
ラ
ザ
人
材
育
成
セ

ン
タ
ー
（
中
田
）

⃝
内
容　
一
般
講
座
（
８
講
座
）

成
長
産
業
講
座
（
８
講
座
）

⃝
対
象
　
県
南
地
域
の
製
造
業
従

事
者　

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

⃝
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　

一
般
社
団
法
人
産
業
サ
ポ
ー
ト
白

河
☎
㉑
７
３
６
１
／
本
庁
舎
商
工

観
光
課　
内
２
２
１
２

⃝
日
時　
９
月
22
日
㈷
／
午
前
11

時
～
午
後
６
時　
※
雨
天
決
行

⃝
会
場　

表
郷
総
合
運
動
公
園

（
表
郷
番
沢
）

問
表
郷
庁
舎
事
業
課
☎
㉜
４
７
８

５⃝
日
時　
９
月
９
日
㈰
／
午
後
１

時
～
４
時
（
参
加
無
料
）

⃝
会
場　
マ
イ
タ
ウ
ン
白
河
（
本

町
）

⃝
日
時
　
10
月
６
日
㈯
／
午
後
１

時
か
ら
（
参
加
無
料
）

⃝
会
場
　
市
立
図
書
館
地
域
交
流

会
議
室
（
道
場
小
路
）

⃝
対
象
　
図
書
館
で
の
ハ
ン
デ
ィ

キ
ャ
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
・
対
面
朗
読

な
ど
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
興
味

が
あ
る
方

⃝
定
員
　
30
人
程
度
（
先
着
順
）

⃝
申
込
期
限
　
10
月
５
日
㈮
ま
で

※
来
館
ま
た
は
電
話
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

⃝
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

市
立
図
書
館
☎
㉓
３
２
５
０
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ま
ち
か
ど
伝
言
板

案
内
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９月21日㈮～30日㈰
《運動のスローガン》
　夕暮れは　早めのライトが　合言葉
《運動の基本》　
　子どもと高齢者の交通事故防止
《運動の重点》
①夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車
乗車中の交通事故防止
②全ての座席のシートベルトとチャ
イルドシートの正しい着用の徹底

　③飲酒運転の根絶　　　　
問本庁舎生活環境課　内2162

秋の全国交通安全運動
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ

サ
ー
ビ
ス
研
修
会

痛
風
予
防
講
演
会

里
親
入
門
講
座
「
里
親

を
知
っ
て
い
ま
す
か
？
」

し
ら
か
わ
も
の
づ
く
り
講
習
会

キ
ラ
キ
ラ
サ
ロ
ン

「
子
育
て
サ
ロ
ン
　
に
っ
こ
り

・
シ
ル
バ
ー
ち
ゃ
ん
」
開
所
式

ふ
る
さ
と
白
河
表
郷
ま
つ
り

人
工
内
耳
講
演
会
・
相
談
会

   

白
河
市
長
　

　     

鈴
木
　
和
夫

『 

カ
ラ
ン
コ
ロ
ン
と
歩
く
人
』

市
長
の

手
控
え
帖

の
小
さ
な
駅
に
降
り
、
秋
風
に
吹
か
れ
、
そ
ぞ
ろ

歩
く
。
コ
ス
モ
ス
が
さ
り
げ
な
く
出
迎
え
、
旅
情

を
満
た
し
て
く
れ
る
。

　
突
然
、
山
下
清
を
思
い
出
す
。
お
馴
染
の
浴
衣

に
リ
ュ
ッ
ク
、
下
駄
で
コ
ス
モ
ス
の
揺
れ
る
田
舎

道
や
線
路
を
歩
く
。
今
年
は
生
誕
90
年
。
戦
前

か
ら
戦
後
の
貧
し
い
時
代
、
日
本
列
島
を
北
へ
南

へ
。
三
度
の
飯
を
乞
い
な
が
ら
、
途
方
も
な
い
距

離
を
歩
き
回
っ
た
。
鉄
道
・
花
火
・
温
泉
が
大

好
き
。
旅
先
で
の
風
景
を
頭
に
刻
み
、
戻
っ
て
か

ら
吐
き
出
す
よ
う
に
絵
に
仕
上
げ
、
日
記
に
あ
ら

わ
し
た
。「
日
本
の
ゴ
ッ
ホ
」「
裸
の
大
将
」
と
も

呼
ば
れ
、
映
画
や
ド
ラ
マ
化
さ
れ
た
。

　
清
は
知
的
障
が
い
を
持
ち
、
自
立
施
設
の
八
幡

学
園
に
入
る
。「
踏
む
な　

育
て
よ　

水
そ
そ
げ
」

と
個
性
を
尊
重
し
、
伸
び
伸
び
育
て
る
教
育
。
貼

絵
の
才
能
を
見
抜
き
、
愛
情
と
細
や
か
な
心
配
り

で
接
し
た
学
園
の
存
在
は
大
き
い
。

　
学
園
は
オ
ア
シ
ス
。
で
も
、
外
の
世
界
を
も
っ

と
見
た
い
。「
片
雲
の
風
に
誘
わ
れ
て　

漂
泊
の

思
い
や
ま
ず
」
か
、
学
園
を
抜
け
出
し
て
は
放
浪

の
旅
を
繰
り
返
す
。
放
浪
と
い
っ
て
も
行
き
先

は
決
め
る
。
金
が
な
い
か
ら
歩
く
。
目
的
地
へ

確
実
に
、
し
か
も
最
短
で
行
く
に
は
線
路
が
い

い
と
考
え
る
。
駅
な
ら
夜
露
を
し
の
げ
る
。
水

も
ト
イ
レ
も
あ
る
。
顔
を
洗
い
洗
濯
も
で
き
る
。

清
の
放
浪
は
、
鉄
道
と
駅
に
支
え
ら
れ
た
。

　

よ
く
歩
い
た
の
は
近
く
を
走
る
常
磐
線
。
柏

・
我
孫
子
・
取
手
は
な
じ
み
の
ま
ち
。
さ
ら
に

北
上
し
、
い
わ
き
か
ら
郡
山
へ
。「
郡
山
は
大
き
な

町
だ
か
ら　

キ
ャ
ン
デ
ー
が
沢
山
あ
る
の
で　

三
軒
目
の
キ
ャ
ン
デ
ー
屋
に
貰
い
に
い
っ
て　

や
っ
と
キ
ャ
ン
デ
ー
を
貰
え
た
」
と
日
記
に
印

す
。
東
北
線
を
南
下
し
、
大
宮
か
ら
高
崎
・
草
津

へ
。
名
湯
で
身
体
を
休
め
る
。
困
っ
た
の
は
ト

ン
ネ
ル
。
暗
く
淋
し
い
う
え
に
列
車
が
き
た
ら

　

暑
い
夏
で
し
た
。
史
上
最
高
の
36
度
を
記
録

す
る
な
ど
、
30
度
を
超
え
る
日
が
続
い
た
。
白

河
に
も
温
暖
化
の
影
響
が
出
て
き
た
よ
う
で
す
。

ロ
ン
ド
ン
五
輪
が
、
多
く
の
感
動
と
と
も
に
幕
を

閉
じ
た
。
日
本
人
の
活
躍
に
、
深
夜
ま
で
テ
レ
ビ

の
前
で
応
援
。
眠
い
目
を
こ
す
り
仕
事
に
つ
く

日
々
。
震
災
後
、
心
の
晴
れ
な
い
中
、
久
し
振
り

に
夢
中
に
な
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
開
会
式
で
は
、
私
達
の
世
代
に
は
嬉
し
い
趣
向

が
凝
ら
さ
れ
て
い
た
。
美
し
い
田
園
風
景
が
映

し
出
さ
れ
、「
０
０
７
」
の
音
楽
に
の
り
、
ジ
ェ
ー

ム
ズ
・
ボ
ン
ド
が
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
で
飛
び
降
り

る
。
結
び
に
、
ポ
ー
ル
・
マ
ッ
カ
ー
ト
ニ
ー
が
現

わ
れ
、
ビ
ー
ト
ル
ズ
の
「
ヘ
イ
・
ジ
ュ
ー
ド
」
が

流
れ
た
。
悩
み
苦
し
む
人
を
励
ま
す
こ
の
曲
が
、

式
典
で
歌
わ
れ
た
意
味
は
深
い
。「
英
国
最
大
の

輸
出
品
は
ビ
ー
ト
ル
ズ
」
と
言
わ
れ
る
が
、
世
界

最
高
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
に
ふ
さ
わ
し
い
、
心

憎
い
演
出
だ
っ
た
。

　

秋
が
コ
ス
モ
ス
と
と
も
に
し
の
び
寄
っ
て
き

た
。
淡
い
ピ
ン
ク
の
優
し
げ
な
風
情
。
草
原
一

面
に
広
が
る
の
も
よ
し
。
道
の
端
に
は
か
な
げ

に
揺
れ
る
の
も
、
線
路
沿
い
に
ひ
そ
や
か
に
咲
く

の
も
よ
し
。
山
口
百
恵
の
秋
桜
。「
淡
紅
の
秋
桜

が
秋
の
日
の　

何
気
な
い
陽
溜
ま
り
に
揺
れ
て

い
る
」。
狩
人
の
コ
ス
モ
ス
街
道
。「
右
は
越
後
へ

行
く
北
の
道　

左
は
木
曽
ま
で
行
く
中
山
道　

続
い
て
る
コ
ス
モ
ス
の
道
が
」。
哀
愁
・
恋
・
別

れ
を
コ
ス
モ
ス
が
演
出
し
、
詩う

た

に
な
る
。

　

こ
の
季
節
は
旅
心
を
誘
う
。
名
も
な
い
ま
ち

大
変
。
頭
を
働
か
せ
、
列
車
の
通
っ
た
直
後
に
く

ぐ
る
。
ト
ン
ネ
ル
の
印
象
は
強
か
っ
た
ら
し
い
。

　
宿
は
、
日
数
は
、
経
費
は
。
計
画
を
立
て
な
い

と
不
安
な
私
達
に
は
、
お
と
ぎ
話
の
よ
う
だ
。
旅

を
し
な
が
ら
、
三
食
に
あ
ず
か
り
お
金
を
戴
く
。

歩
く
を
基
本
に
、
汽
車
に
も
乗
れ
た
。
こ
ん
な
こ

と
が
で
き
た
の
は
、
日
本
人
に
、
門
付
け
者
へ
一

汁
一
飯
を
ほ
ど
こ
す
心
が
息
づ
い
て
い
た
か
ら
。

巡
礼
者
に
は
報
謝
、
伊
勢
参
詣
者
に
は
施せ

ぎ
ょ
う行
、
貧

窮
者
に
は
喜き

し

ゃ捨
。
清
の
放
浪
は
、
日
本
の
豊
か
な

伝
統
的
生
活
文
化
に
支
え
ら
れ
て
い
た
。
と
い

っ
て
も
、
そ
う
簡
単
に
情
を
受
け
ら
れ
る
訳
で
は

な
い
。
時
に
天
涯
孤
独
と
、
偽
り
の
身
の
上
話
で

哀
れ
を
誘
い
、
警
察
の
不
審
尋
問
に
も
こ
の
手
を

使
っ
て
事
な
き
を
え
た
ら
し
い
。
旅
を
続
け
、
身

を
守
る
た
め
の
か
わ
い
い
嘘
。

　
は
た
し
て
今
、
足
の
向
く
ま
ま
の
無
銭
旅
行
が

で
き
る
で
し
ょ
う
か
。
気
味
が
悪
い
と
イ
ン
タ

ー
フ
ォ
ン
越
し
に
追
い
返
さ
れ
る
。
駅
に
も
泊

ま
れ
な
い
。
下
手
を
す
れ
ば
、
ホ
ー
ム
レ
ス
狩
り

に
遭
う
。
当
時
と
は
、
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
物

的
豊
か
さ
を
得
た
も
の
の
、
気
ぜ
わ
し
く
と
げ
と

げ
し
い
今
の
社
会
で
は
難
し
い
。

　
四
国
遍
路
は
、
今
な
お
健
在
で
、
多
く
の
悩
め

る
人
が
苦
行
の
道
を
行
く
。
前
首
相
も
責
任
を

感
じ
て
か
ど
う
か
、
菅す

げ
が
さ笠
と
金
剛
杖
に
身
を
や
つ

し
た
。
誰
も
が
、
窮
屈
な
社
会
に
身
も
心
も
縮
ま

っ
て
い
る
。
そ
の
点
、
山
下
清
は
、
ず
っ
こ
け
な

が
ら
、
丸
裸
の
心
で
国
中
を
た
っ
ぷ
り
時
間
を
か

け
遍
路
し
て
の
け
た
。
ち
ま
ち
ま
と
し
た
世
間

の
常
識
を
飛
び
越
え
、
悠
然
と
、
カ
ラ
ン
コ
ロ
ン

と
歩
い
た
人
で
し
た
。

「
い
い
所
へ
行
こ
う
と
し
な
け
れ
ば　

し
ぜ
ん

に
い
い
所
へ
ぶ
つ
か
る　

い
い
所
へ
行
こ
う
と

す
る
か
ら　

い
い
所
へ
ぶ
つ
か
ら
な
い
ん
だ
ろ

う
」。
放
浪
日
記
よ
り
。


